































































で開催された国際天文学連合 (IAU)総会の際のシンポジウム (No.320, Solar and Stellar
Flares)では、plenary talk (柴田)、invited talk (野上)、oral contributed talk 2件 (前原、
野津湧太)と京大天文台グループは大活躍でした。前原 Nature論文が出た 2012年には、
世界中で誰にも信じてもらえなかった結果が、ついに世界に受け入れられ始めたのです。
2015年末の時点で、附属天文台の人員は 39人になります。内訳は常勤職員 6人 (教員
4人、技術職員 2人)、非常勤職員 16人 (うちPD研究員 5人)、大学院生 16人 (博士 8人、
修士 8人)、宇宙ユニット教員 1人です。このメンバーで、2015年度は、査読雑誌論文 14
編 (附属天文台構成員が第 1著者の論文は 6編)の成果をあげました。また、2015年度に
は、附属天文台より、博士論文 2人、修士論文 4人が生まれ、学部教育でも課題研究 2人、
課題演習 5人が天文台教員の元で研究・演習を終えました。
8月には喜多郎さんとのコラボDVD「古事記と宇宙」の日本語版が完成し、リリース
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